
歳入総額 歳出総額 差引額 繰越財源 実質収支

20,580,908 19,966,211 614,697 146,047 468,650
4,579,820 4,507,201 72,619 0 72,619
1,087,366 1,087,366 0 0 0
5,078,397 4,968,909 109,488 0 109,488

保険事業勘定 5,039,935 4,947,617 92,318 0 92,318
介護サービス勘定 38,462 21,292 17,170 0 17,170

650,663 645,432 5,231 0 5,231
265,204 265,204 0 0 0

11,661,450 11,474,112 187,338 0 187,338
32,242,358 31,440,323 802,035 146,047 655,988

平成28年度 平成27年度 増減額 対前年度伸率

655,291 633,207 22,084 3.5
578,546 561,277 17,269 3.1
317,640 471,308 △ 153,668 △ 32.6
452,398 630,984 △ 178,586 △ 28.3
972,931 1,104,515 △ 131,584 △ 11.9

1,030,944 1,192,261 △ 161,317 △ 13.5

平成28年度 平成27年度 増減額 対前年度伸率

1,282,119 1,305,154 △ 23,035 △ 1.8
1,267,657 1,268,080 △ 423 △ 0.0

46,801 44,282 2,519 5.7
73,761 70,352 3,409 4.8

1,328,920 1,349,436 △ 20,516 △ 1.5
1,341,418 1,338,432 2,986 0.2
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■平成２８年度決算の概要

会　計　別

一般会計における予算規模は、当初予算編成後に生じた各種の施策を講じるため６回の補正予算

収益的収支

公共下水道

計

収入

を通じて２１４億６，４７４万１千円（前年度繰越額を含む）となりました。
　決算においては、歳入面では企業の業績悪化に伴い、市税が0.8％の減収となるなど、依然として
地方交付税や市債等の依存財源が高く、歳入総額の64.7％を占めています。
　一方、歳出面では道の駅整備事業や防災行政無線の整備などの投資的事業を実施するとともに乳
幼児等医療費給付の対象拡大や移住支援などの地方創生に係る事業を実施しました。
　その結果、一般会計の決算は、歳入２０５億８，０９０万８千円、歳出１９９億６，６２１万円
１千円で、歳入歳出差引額は６億１，４６９万７千円となりました。
　なお、地方自治法第２３３条の２の規定により、２億４，０００万円を財政調整基金に積立てま
した。
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